
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
は
６
月
１
９
日
、
２
０

０
６
年
度
夏
季
手
当
に
つ
い
て
１
．
８
７
ヶ

月
の
回
答
を
行
っ
た
。
地
方
本
部
は
こ

の
超
低
額
回
答
に
対
し
、
抗
議
と
再
回

答
を
求
め
る
集
会
を
福
島
は
６
月
２
１

日
に
郡
総
門
前
、
郡
山
分
会
連
絡
協
議

会
事
務
所
で
、
宮
城
で
は
６
月
２
２
日

に
貨
物
宮
城
野
門
前
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
た

集
会
は
地
本
大
沼
書
記
長
の
司
会
で

開
会
し
、
主
催
者
代
表
し
て
太
田
地
本

執
行
委
員
長
か
ら
貨
物
の
状
況
に
ふ

れ
激
励
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
木
村
東

北
貨
物
協
議
会
議
長
の
報
告
を
受
け

た
。

「
貨
物
会
社
内
の
全
て
の
労
組
が
２
・

５
ヶ
月
以
上
の
要
求
を
提
出
し
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
会
社
も
業
績
が
安
定
し
て
い
る
中

で
の
今
回
の
回
答
は
、
七
年
連
続
の
ベ

ア
・
ゼ
ロ
の
上
に
更
に
追
い
討
ち
を
か

け
る
超
低
額
回
答
で
あ
り
到
底
容
認

出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
２
０
０
５
年
度

決
算
で
昨
年
を
上
回
る
経
常
利
益
を

確
保
す
る
中
で
未
だ
国
の
補
助
を
受

け
完
全
民
営
化
出
来
な
い
で
い
る
三
島

各
社
を
も
大
幅
に
下
回
る
回
答
は
、
厳

し
い
生
活
実
態
の
中
、
昼
夜
を
問
わ
ず

働
い
て
い
る
組
合
員
の
労
苦
に
な
ん
ら

応
え
て
い
な
い
」
と
分
割
民
営
化
の
構

造
的
矛
盾
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
格

差
を
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
一
生
懸
命

仕
事
を
し
て
い
る
組
合
員
の
努
力
に
応

え
よ
う
と
し
な
い
貨
物
会
社
に
対
し
怒

り
を
露
に
報
告
し
た
。

各
機
関
を

代
表
し
て
宮
城
県
支
部
か
ら
は
秋
山

委
員
長
が
、
仙
総
支
部
か
ら
は
庄
司

委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
を
行

い
「七
年
連
続
の
ベ
ア
・ゼ
ロ
の
上
に
超

低
額
・
格
差
回
答
は
許
せ
な
い
。
客
・

貨
一
体
と
な
っ
て
最
後
ま
で
支
援
し

共
に
闘
う
」と
激
励
と
連
帯
の
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

最
後
に
決
意
表
明
に
立
っ
た
阿
部

分
会
長
は
「
様
々
な
取
組
み
を
全
組
合

員
で
頑
張
っ
た
が
残
念
な
結
果
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
貨
物
の
組
合
員

は
諦
め
な
い
・腐
ら
な
い
が
身
上
だ
。
我
々

は
旅
客
の
仲
間
の
力
を
背
景
に
最
後
の

最
後
ま
で
諦
め
ず
闘
い
抜
く
」と
力
強

く
決
意
を
述
べ
た
。
集
会
は
中
島
副
委

員
長
が
提
案
し
た
集
会
宣
言
（
案
）
を

全
体
の
拍
手
で
確
認
し
、
橋
本
副
委
員

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く
く
ら

れ
た
。
◆
国
労
貨
物
は
再
回
答

を
求
め
六
月
二
十
三
日
ま
で
抗

議
の
闘
い
を
展
開
し
た
が
、
会
社

の
頑
な
な
態
度
は
変
化
せ
ず
、
極

め
て
不
満
の
残
る
回
答
結
果
で

は
あ
る
が
同
日
妥
結
し
た
。
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◆
庄
内
町
榎
木
の
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線

で
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
特
急

い
な
ほ
１
４
号
が
脱
線
転
覆
し
、

三
十
七
人
が
死
傷
し
た
事
故
は
六

月
二
十
五
日
で
発
生
か
ら
半
年
と

い
う
節
目

を
迎
え
た
。

◆
地
元
の

山
形
新
聞

で
は
６
月

２
５
日
と

２
６
日
に
社
会
面
に
特
集
を
組
ん

で
事
故
当
日
の
様
子
を
乗
客
の
証

言
を
元
に
再
現
し
た
記
事
や
尼
崎

脱
線
事
故
の
負
傷
者
ら
が
脱
線
転

覆
事
故
現
場
を
訪
れ
、
一
万
羽
を

超
え
る
千
羽
鶴
を
供
え
、
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
っ
た
と
の
記
事
を
載

せ
た
。
紙
面
に
よ
れ
ば
山
形
県
警

庄
内
捜
査
本
部
は
現
在
特
急
い
な

ほ
１
４
号
の
脱
線
過
程
と
事
故

原
因
と
み
ら
れ
る
突
風
の
関
係

を
調
査
す
る
た
め
鑑
定
を
続
け

て
お
り
捜
査
は
道
半
ば
と
し
て
い

る
。
◆
一
方
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
再
発

防
止
策
と
し
て
、
今
年
十
一
月
末

を
め
ど
に
鉄
橋
を
含
む
事
故
現
場

周
辺
の
線
路
西
側
約
二
・
三
㌔
区

間
に
防
風
柵
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

に
し
て
お
り
資
材
搬
入
路
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
防
風
柵
を

設
置
す
る
ま
で
の
間
現
場
周
辺
は

四
十
五
㌔
の
徐
行
運
転
を
継
続
す

る
と
し
て
い
る
。
◆
乗
客
証
言
の

最
後
に
「
デ
ッ
キ
に
立
っ
て
突
風

を
直
接
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
脱

線
の
原
因
は
風
と
確
信
し
て
い
る
」

「
も
し
か
す
る
と
、
事
故
は
自
然

災
害
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
亡

く
な
っ
た
乗
客
が
五
人
も
い
る
。

遺
族
と
負
傷
者
の
ケ
ア
や
補
償
問

題
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
誠
実
に
対

応
し
て
ほ
し
い
」
と
結
ば
れ
て
い

た
。
◆
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
の
尼
崎
脱

線
転
覆
事
故
で
は
運
転
士
が
速
度

超

過

し

た

の

が

直

接

の

原

因

と

さ

れ

て

い
る
が
、

背
景
に
あ
る
営
利
優
先
か
ら
生
ま

れ
た
労
務
管
理
と
安
全
軽
視
の
体

質
は
Ｊ
Ｒ
関
係
者
な
ら
周
知
の
事

実
で
あ
る
。
翻
っ
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
原
因

は
突
風
（
自
然
災
害
）
だ
け
な
の

か
。
ま
た
仮
に
そ
う
で
あ
っ
て
も

防
ぎ
様
は
な
か
っ
た
の
か
。
徹
底

し
た
調
査
が
望
ま
れ
る
。

貨物宮城野門前で報告する貨物協議会木村議長

決
意
表
明
す
る
阿
部
分
会
長

貨物会社に対し抗議と仲間の激励に駆けつけた組合員（約７０名）



国
労
宮
城
県
支
部

は
七
月
七
日
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て

第
四
十
七
回
臨
時
支
部
大
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
臨
時
大
会
は
、
石
垣
副
執

行
委
員
長
が
今
年
三
月
末
で
体
調
の
悪

化
を
理
由
に
退
職
し
た
そ
の
直
後
、
四

月
四
日
付
け
で
渡
辺
書
記
長
が
東
十
条

駅
に
地
域
間
異
動
発
令
を
さ
れ
、
支
部

運
動
に
支
障
が
生
じ
て
い
た
た
め
に
そ

の
解
消
を
図
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ

る
。

役
員
改

選
で
は
定
数
通
り
の
立
候
補
者
が
あ
り
、

新
役
員
が
決
定
し
た
。
新
役
員
は
以
下

の
通
り
。
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六月二十日、こくろう会館において東北自動車支部は北山修司さんの運転

手復帰歓迎会と村木美之さんの退職送別会を開催した。北山さんはバスの運

転手をしていたが、バス会社分離の時全員がバス会社出向の取り扱いなのに

JR本体に残され、逆出向差別があった。この間の中労委和解協議の進展によ

り、希望通り運転手としてJRバス

東北仙台支店に配属された。村木

さんも申立者の一人だったが、希

望職場が既に廃止、体調の関係も

あり退職された。

地
域
間
異
動

復
帰

◆
片
岡

誠
志
氏(

７
月
１
６
日
付)

四
街
道
（
都
賀
）
↓
仙
台
駅

◆
田
村

孝
一
氏(

７
月
１
６
日
付)

品
川
駅
↓
新
庄
駅

◆
鈴
木

清
美
氏(

７
月
１
６
日
付)

品
川
駅
↓
会
津
坂
下

◆
佐
藤

博
通
氏(

７
月
１
６
日
付)

立
川
駅
↓
松
島
海
岸
駅

◆
鈴
木

実
氏(

７
月
１
６
日
付)

八
王
子
駅
↓
仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業
務

の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（
財
）
国
労
会
館
仙

台
事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国

労
会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に

つ
い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺
一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合
仙
台
地

方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に

必
要
事
項
を
記
載
の
上
「
国
労

会
館
建
設
資
金
受
領
之
證
」
と

あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
五
回
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
委
員
会
を
開
催

六
月
十
七
日
、
第
五
回
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
会
議
が
こ
く
ろ
う
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
今
日

ま
で
の
取
組
み
を
全
体
で
確
認
し

課
題
に
つ
い
て
討
論
を
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
作
業
拒
否

で
処
分
！

◆
そ
の
一
つ
と
し
て
郡
山
運
輸

区
当
時
（
１
９
９
０
年
）
に
ア
ス

ベ
ス
ト
作
業
を
拒
否
し
た
組
合
員

が
処
分
さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
、

地
方
本
部
執
行
委
員
会
に
諮
り
、

地
方
本
部
と
し
て
は
趣
旨
了
解
で

あ
り
、
資
料
の
調
査
整
理
を
図
り

進
め
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
◆
郡

山
工
場
の
宇
宙
服
を
着
て
の
作
業

は
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
」
撤
去
作
業
で
は
な

か
っ
た
か
、
と
の
疑
問
に
対
し
郡

山
工
場
の
大
橋
委
員
か
ら
「
ア
ス

ベ
ス
ト
作
業
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
郡
山
工
場
の
北
側
、
現

在
の
廃
車
解
体
の
場
所
で
当
時
ア

ス
ベ
ス
ト
作
業
を
し
て
い
た
、
と

明
快
な
回
答
を
得
た
。

耐
震
補
強
工
事
で
ア
ス

ベ
ス
ト
の
所
在
が
明
ら
か
に

◆
二
つ
目
と
し
て
東
北
新
幹
線
福

島
南
部
高
架
橋
耐
震
補
強
工
事
に

お
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
が
あ
り
、

東

北
工
事
事
務
所

分
会
が
会

社
に
申

し

入
れ

を行い

交

渉
を
行
っ

た

こ

と

が

報

告

さ
れ
た
。
◆
後
日
会
社
か
ら
は
サ

ン
プ
リ
ン
グ
の
取
得
箇
所
に
よ
っ

て
含
有
率
が
違
っ
て
い
る
明
ら
か

に
さ
れ
た
が
、
分
会
と
し
て
は
よ

り
安
全
な
方
向
に
対
応
す
る
の
が

ベ
タ
ー
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
◆
ま
た
今

回
の
こ
と
に
鑑
み
、
今
後
ア
ス
ベ

ス
ト
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合
、
現
場
で
の
我
々
の
対
応
を

決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
の
認

識
で
一
致
し
た
。

Ｏ
Ｂ
の
労
災
申
請
の
状
況

◆
郡
山
工
場
支
部
Ｏ
Ｂ
の
労
災

申
請
に
つ
い
て
は
二
家
族
が
五
月

十
五
日
お
よ
び
十
六
日
に
郡
山
労

働
基
準
監
督
署
に
申
請
し
た
こ
と

と
、
ま
た
郡
山
工
場
支
部
退
職
者

の
会
に
複
数
の
方
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
こ
と
も
合
わ
せ
て
報
告
さ
れ
た
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

◆
①
対
策
委
員
会
は
来
年
八
月
ま

で
二
ヶ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
②
途
中
来
年
２
月
地
本
学
習

会
の
開
催
③
支
部
・
分
会
段
階
の

学
習
会
の
開
催
④
特
殊
健
康
診
断

「
石
綿
」
へ
の
受
診
申
し
込
み
⑤

特
殊
健
康
診
断
結
果
報
告
書
「
石

綿
」
の
地
本
へ
の
提
出
等
を
確
認

し
た
。
次
回
開
催
は
八
月
十
九
日

◆
執
行
委
員
長

秋
山

正
浩

（
ビ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
出
向
）

◆
執
行
副
委
員
長

曽
我

浩
之
（
中
野
栄
駅
）

◆
書
記
長

山
田

芳
夫
（
山
下
駅
）

◆
執
行
委
員

内
田

五
郎

（
貨
物
・
宮
城
野
駅
）

◆
執
行
委
員

村
上

正
博

（
東
照
宮
駅
）

◆
執
行
委
員

畠
山

満

（
小
牛
田
運
輸
区
）

◆
執
行
委
員

立
山

昭
仁

（
仙
台
電
力
技
セ
）

◆
執
行
委
員

宮
本

広
美

（
仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー
）

◆
執
行
委
員

八
巻

孝
夫

（
小
牛
田
運
輸
区
）

◆
婦
人
部
長

三
上

敦
子

（
仙
台
病
院
）

◆
会
計
監
査

後
藤

武
志

（
小
牛
田
運
輸
区
）

◆
会
計
監
査

村
松

孝
一

（
宮
城
野
運
輸
区
）

新執行部を代表して挨拶する秋山委員長

村
木
さ
ん
と
北
山
さ
ん
を
囲
ん
で


